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長野県公営企業経営戦略
～経営の安定と発展の礎づくり～
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この経営戦略は、人口減少社会などの大きな変化に的確に対応し、新たな企

業局の役割である地域貢献に取り組む10年間の経営計画として、県民福祉

の一層の向上を目指すため、企業局の新たな時代を切り拓くべく、長野県な

らではの独自の取組に果敢に挑戦していきます。
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長野県企業局の水道事業の概要①

➢都道府県営で末端給水と水道用水供給

の両方を行っている唯一の事業体

➢末端給水事業

・水 源：千曲川の表流水

長野市川中島の地下100mの深井戸

・給水先：長野市・千曲市・上田市の一部、

坂城町の全域の約19万人

➢水道用水供給事業

・水 源：奈良井ダム
・供給先：松本市、塩尻市、山形村の

約23万人分の水道用水を供給
（81,000㎥/日）

末端給水区域

用水供給区域
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長野県企業局の水道事業の概要②
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平成２８年度決算の概要

給 水 量
末 端 給 水 １，９１６万４千㎥ 給水戸数：76,442戸

用 水 供 給 ２、９５４万３千㎥ 81,000㎥/日

純 利 益 ９億１，４３２万 円 実質的に過去最高益
（会計制度変更のあった平成26年度を除く）

末 端 給 水 ５億７，８４８万９千円 平成14年度以降、15期連続黒字

用 水 供 給 ３億３，５８３万１千円 平成４年度以降、25期連続黒字

組 織 ・ 職 員
現 員 派遣

職員
計 備 考

事 務 技 術

企業局（本庁） １１人 ３人 １４人 経営推進課、水道事業課

現
地
機
関

上田水道管理事務所 ７人 １０人 (１人) １７人(１人) （ ）書きは外数で坂城町からの派遣職員

川中島水道管理事務所 ７人 １０人 １７人

松塩水道用水管理事務所 ３人 ６人 ９人

合 計 ２８人 ２９人 (１人) ５７人(１人)



３ つ の 柱 （視点）

経 営 の 安 定

○不断の経営努力により、現行の料金水準を維持
○老朽化対策
①アセットマネジメントを採り入れ、独自の更新基準を設定
②管路の長寿命化工事の実施

○耐震化
・基幹施設（浄水場等）の耐震化 平成31年度完了
・基幹管路（送水管等）の耐震化 平成37年度完了
・重要給水施設へ至る管路の耐震化 平成37年度完了

地 域 貢 献

○顧客満足度の向上 水道メーターを活用した高齢者の見守りシステムの実証実験を実施
○将来の広域化を見据え、業務の共同化等、市町村と共同・連携を推進
○過疎自治体の水道施設整備への支援
○ペットボトル水「川中島の水」を災害時、防災訓練、イベント等に提供

リスク
マネジメント

○想定されるリスクの評価を行い、評価結果に基づいて、ハード・ソフト対策を実施
○応急給水拠点「安心の蛇口」の整備

長野県公営企業経営戦略の特徴〔平成28年2月策定〕
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策 定 の 趣 旨 ・ 基 本 方 針

趣 旨 ・ 性 格 ○社会情勢の変化を踏まえ、企業局の「経営の安定と発展の礎づくり」を目指す、今後１０年の
投資・財政計画や取り組むべき事業を明らかにした経営計画

計 画 期 間 ○平成２８年度から平成３７年度までの１０年間

基 本 方 針
○経営の安定と発展の礎づくり

〔水道事業〕 安全・安心、そして安定的な水道水の供給体制の礎を築く

長野県公営企業経営戦略の特徴
〔平成28年2月策定〕



過疎自治体の水道施設整備への支援

○県内小規模（過疎）自治体の現状

➢土木、化学、水道技術者等の専門職種がいない
・生活に不可欠な水道施設整備が遅れている。

➢管路耐震化率 長野県内簡易水道 6.8％

参考： 基幹管路耐震化率 長野県 31.4％

（全 国 36.0％）

５



支援対象の 天 龍 村

静岡県 愛知県

天龍村

うぐす

鶯巣簡易水道

天龍村役場

JR飯田線
鶯巣駅

６

天龍村
➢人口：約1,365人

➢高齢化率：59.0％（県内１位）
➢財政力指数：0.154（県内69位）

➢４簡易水道、9小規模水道を
建設課長と職員の２名（兼務）が担当



支援のねらい

企業局の技術力を活かし、地方自治法の規定に基づ
く代替執行制度を活用して、
過疎自治体の水道施設整備の支援に取り組む

① 過疎自治体の水道施設整備促進に寄与

② 過疎自治体への新たな支援方策の構築に
つなげることにより、地方創生に資する

７



代替執行制度の概要

根拠法令
地方自治法第252条の16の2～第252条の16の4

（H26.11.1施行）
制度の概要
① 普通地方公共団体（長野県）が、

② 他の普通地方公共団体（天龍村）の求めに応じ、

③ 協議（村・県双方の議会の議決が必要）により規約を
定め（規約を告示し、総務大臣へ届出）、

④ 県が村の事務の一部を村の名において管理し執行すること
ができるもので、

⑤ その管理・執行した事務は、村が行ったものとしての
効力を有する。

８



天龍村における事務の代替執行の概要

天龍村 県(企業局)

金融機関

建設業者

貸付起債の
償還 ③ 事務の代替執行

④ 事務費の支払

工事の実施

工事代金支払い

② 協議により規約を制定

工事監督

関係機関

県
(環境部)

補助金
申請等

調整

設計積算

① 代替執行の要請

９



対象事業の概要

うぐす

事 業 名 鶯巣簡易水道再編（更新）事業
実施期間 H29～31年度 ３年間
事業内容 導配水管布設替工 L=約2.9km

総事業費 約7,100万円
区域内人口 69人 10



期待される事業効果

村

専門的知識を有する技術職員の不足による課題の解消
・村のチェックを機能させながら、計画的・安定的な事業継続の確保
・煩雑な対外交渉（関係機関との調整）への迅速な対応
・設計積算内容の妥当性の確保
経費の縮減
・設計積算に係る委託料の縮減（H28村予算 委託料324万円の縮減見込）

企業局

技術職員のスキルアップ
・地域の特性に応じた技術の習得
（都市部から山間へき地まで、幅広い技術の対応力）

・上記技術習得により、大規模災害時における支援体制の強化
・過疎自治体及び住民の思いに寄り添った対応・意識の醸成

波及
効果

県内の他の過疎自治体及び全国への横展開の期待
・モデル事例による支援方策の構築
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現在までの取組状況
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主 な 経 過

平成28年12月 7日 天龍村議会議決
12月 9日 県議会議決
12月22日 規約調印

平成29年 4月 1日 企業局最寄の現地機関である南信発電管理事務所に
土木職員を１名配置し、代替執行スタート

取 組 状 況 等

企 業 局 天 龍 村

事務の範囲

・設計、積算
・補助金事務
・工事監督
・関係機関との調整

・工事の発注、契約
・起債の償還
・地元との調整 等

スケジュール等
～５月 ・設計積算
現在～ ・工事監督

・関係機関との調整

5月31日 ・工事発注
6月22日 ・契約
1月 ・しゅん工検査



水道メーターを活用した高齢者の見守り
高齢者元気応援システム ASA System-KIZUKI

一人暮らしの高齢者の異常を早期に発見、孤立や孤独死を防ぐ
システム
水道の利用状況により、安否を確認

水道を使い始めれば「元気」、長時間使わない又は使い続けてい
ると「異変」と判定、家族等にメールでお知らせ

平成29年度から坂城町を対象に実証実験を開始

見守り装置

水道メーター

受信センター
メールでお知らせ

見守られる方

・使い始めメール
・不使用メール
・連続使用メール

ご家族など（離れていても大丈夫）
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通信回線網

〔Active Seniors Assistance System－KIZUKI〕



高齢者元気応援システム

役 割 分 担 と 費 用 負 担
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１ 役割分担及び負担区分

２ 費用負担（坂城町における例）

（１）企 業 局
項 目 １世帯当たり (A) １００世帯 (A)×100

電子式水道メーター設置費 １基: ２７，１０８円 ２，７１１千円

（２）町、利用者

項 目 １世帯当たり 月額 (A) １００世帯１２カ月 (A)×100×12

町 負 担 分

見守り装置設置・管理費（7年リース） １，３５０円 １，６２０千円

支援体制構築（社協・特養への委託料） ７５０円 ９００千円

小 計 ２，１００円 ２，５２０千円

利用者負担分
システム使用料

（町が徴収）

サーバ利用料 ６４８円 ７７８千円

元気メール受信費 ３２４円 ３８９千円

小 計 ９７２円 １，１６７千円

合 計（予算額） ３，０７２円 ３，６８７千円

電子式水道メーター設置費 見守り装置設置・管理費 支援体制構築 システム使用料
企業局 ○

町 ○ ○

利用者 ○



「安心の蛇口」の整備
人命の安全確保を図る観点から、病院や災害時の避難所となる学校等を「重要給水
施設」として独自に位置付け、
そこに至る管路の耐震化を優先して推進

避難所となる学校等の「重要給水施設」において、応急給水拠点の『安心の蛇口』
を順次整備
災害時に周辺地域が断水になっても「そこに行けば水が飲める」との安心感を
醸成するとともに、地域の防災拠点としての役割を期待

平成37年度までに20か所を整備予定（当初計画 11か所）

組立式応急給水栓
接続用設備

（地下式消火栓）

組立式応急給水栓
（１０口） 説明板 安心の蛇口
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「川中島の水」が２年連続で

モンドセレクション を受賞！！

「川中島の水」とは

職員自ら申請業務に挑戦し、
２年連続で最高位の最高金賞を受賞！！

↓ 川中島の水

原 料
企業局四ツ屋浄水場（長野市川中島町）の
地下約100ｍの井戸水（水道原水）

規 格 ペットボトル500ml

保存期限 ３年

用 途

災害備蓄用飲料水

防災訓練、施設見学、イベント等での提供

広報・PRに活用(長野県の魅力発信)
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ご清聴ありがとうございました

長野県PRキャラクター「アルクマ」
©長野県アルクマ

長 野 県 企 業 局
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